
http://tokyo.cool.ne.jp/nisankatanso/saku.html
教育110番
百戦錬磨！鎌先生のサイト！

☆夏休み前の特別企画、環境問題専門のサイト紹介

Ｑかんきょう－環境に関する情報集
http://www.keea.or.jp/qkan/

地球環境の現状と足元からの取組の展開
http://www57.tok2.com/home/zao/dainihon.01.html
大日本史復刻版
日本一古い歴史書ダウンロード

http://homepage2.nifty.com/6789/kyo.01.html
父親教室
お父さんがんばって！

午後1：00～4：30迄　大調和の精神から国際平和へ

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境問題対策部発行
毎日、高齢者や幼い子には

気の毒な位の暑さです。

しかし、その元凶と云えば

同じ人間の、先を考えない

唯物価値観や、身勝手さの

ツケが今になって回って来

たと言えます。此れからが

政治家も一般人も、考えな

ければならない時代です。

　　相愛会環境問題編集部
平成17年8月12日発行.第017號

《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/

《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》

《環境》
「今日は、エコちゃん。」
「今日は博士。」
「最近日本のTA社は亜鉛の精錬
のリサイク率アップを進めてい
るらしい。
平成二十年度までに現在の３倍
を目指すと云う事じゃ。」
「中国の景気に関係あるのかし
ら。」
「勿論、其れで品薄なんじゃ。」
「使用済み乾電池も有るし、溶
解炉の廃棄物からも徹底して取
り出すらしい。」
「世の中ずいぶん無駄が有るも
のね。」
「その通り。」

《環境》
サンゴの仲間を養殖している沖
縄のA社が骨格を持つサンゴと
ソフトのサンゴを、その他の貝
類と一緒に量産する態勢になっ
たそうだ。
又沖縄では官民上げて
「サンゴ卵からのサンゴ生産に
よる環境保全技術の開発」
で環境の改善を計る計画だ。
「それは良い事だね。」
「そうさ、何しろサンゴは生長
過程で膨大な量のCO2を海水中
に取込むからのう。
ところが。」
「ところが何ですか。」
「近年、サンゴが世界的に枯渇
し始めて居る。
温暖化や、海洋汚染によるのか

も知れないが、鬼ヒトデの大量
発生。この鬼ヒトデの好物がサ
ンゴなのじゃ。」
「天敵ね。」
「そうそう。」
「此処では関係無いけど、越前
くらげの大量発生も有るね。」
「そう、哀しいかな、生態系が
狂い始めて居る。」
「間違い無く、朗報だね。」

《環境》

「困った事が起きているのじゃ。」
「何かな。」
「『ヘイズ』を知ってるかい。」
「何の事。？」
「インドネシア・スマトラ島で
起きた森林火災などによる煙り
の害の事じゃ。」
「クアラルンプールを中心に猛
威を発し、視界が利かず大気汚
染によって、呼吸困難にかかる
人も多いそうだ。」
「大へんだ。」

「そう。大変。」
「八つの多くのエリアが、健康
に害を及ぼす状況らしい。
（８月１０日現在）」
「学校の休校も相次いで居るら
しい。」

《エネ》
「それでは嬉しい話を一つ。」
「どんな？」
「何でも日本のN社が有機ラジ

カル電池の試験でパソコンのデ
ータバック実験に成功したらし
い。」
「どう云う事。」
「今迄は金属酸化物を使用した
正極活物質では容量の理論的な
限界が近い云われて電池の規模
に限りがあったらしい。
それで、高容量の次世代二次電
池を望む多くの声が有った。」
「有機ラジカルの化合物の出現
と云う訳じゃ。

《環境》
「ねえ、こんなニュースが有り
ますよ。
世界自然遺産に登録された知床
にある保護地区ですけどみんな
に、知ってもらい、大切にして
行こうと、環境省の自然保護事
務所は知床半島先端部分の、利
用のマニュアルを作る為に一般
の意見を募集中だって」

「環境省や観光業者のみなさん
、斜里、羅臼の二つの町などで
構成する検討会議が作成を企画
して居るそうだね。」
「此の自然公園のあり
方なんかは、欧米諸
国の成功例を参考に
すると良いかも知
れないね。」

JAF「セーフティドライブとエコロジー」
交通安全環境活動
http://www.jaf.or.jp/safety/
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屋久島を水素社会にする挑戦が始まった
　　　　　　　三橋規宏

　　　千葉商科大学政策情報学部教授

鹿児島県の屋久島をご存知の方は多い

と思います。九三年に秋田・青森にま

たがる白神山地と共に、「他に比類の

ないすばらしい地形的な特徴を持った

景観」が評価され、ユネスコ（国連教

育科学文化機関）から日本で初めて「

世界自然遣産」に指定、登録された島

です。屋久島は、鹿児島県の最南端、

佐多岬の南方約６０キロメートルのと

ころにある花崗岩でできた山岳島です

。人口約1万４０００人。島の周囲は

１３２キロメートル、島の中央部には

九州最高峰の宮之浦岳（１９３５メー

トル）など２０００メートルに近い連

峰が聳え立っています。世界最古の生

きた樹木「縄文杉」を有し、海岸から

５００メートルまでが照葉樹林帯、

１０００メートルまでが針葉樹の屋久

杉帯、山頂部が高山帯と見事な植生の

垂直分布が見られますこのように、自

然に恵まれた屋久島には、水、風、太

陽、波、バイオマスなどの豊富な自然

資源があります。これらの自然資源を

エネルギーとして利用し、温暖化の原

因になる化石燃料を島から追放してし

まおうという挑戦が始まっています。

化石燃料に代る新しいエネルギー源と

して期待されているのが水素です。水

素エネルギーは水素と酸素が化学反応

を起こす時に発生するエネルギーです

が、有害な排ガスは出ず、廃棄物とし

ては無害な水がでるだけです。

昨年１２月初め（平成１３年当時）、

トヨタ自動卓とホンダが、燃料電池乗

用車五台を中央官庁に納車しました。

燃料電池車が商品として納車されたの

はもちろん世界初の快挙です。小泉純

一郎首相がにこやかな顔で試乗する姿

がテレビや新間で報道されたので、ご

記憶の方もあるかもしれません。あの

燃料電池車が、実は水素エネルギーで

走る車なのです。水素エネルギーの実

用化はすでに始まっているわけです。

ところで、屋久島の自然の恵みの中で

は、特に水が豊富です。年間４０００

ミリメートルから一万ミリメートルも

の多雨に恵まれており、急峻な山々か

ら流れ下る豊富な水を利用すれば、最

大３０万キロワットの発電が可能だと

推定されています。新たなダム建設を

伴わない中小水力を主力に、風力や波

力、太陽光、バイオマスなどの自然エ

ネルギーを総動員して、水素を生産し

、利用していこうという計画です。

この夢に挑戦しているのが、同島に水

力発電を持つ屋久島電工という会社で

す。同社は現在、６万キロワットの電

力を水力発電から出力していますが、

全島の電力需要を賄うためには、その

２０％を使うだけで十分です。

残りの８０％の余剰電力を使って現在

、セラミックスの原料と、なる炭化珪

素を作っています。だが、将来、炭化

珪素の生産に振り向けている余剰電力

をクリーンエネルギーである水素の生

産に振り向け、その水素を積極的に活

用していくことができれば、世界最初

のクリーンエネルギーの島、「水素ア

イランド屋久島」を実現させることが

できます。

水素社会をつくるためには、まず水素

の生産が必要です。そのためには、水

力発電、風力発電、太陽光発電、波力

発電などの自然エネルギーを使って、

水を電気分解して水素を製造する工場

が必要です。次に製造した水素を貯蔵

するための水素タンクも作らなくては

なりません。さらに水素を燃料として

利用していくためには、様々な付帯設

備も必要になります。たとえば、燃料

電池車を普及させるためには、水素ス

タンドのような燃料補給所の設置も考

えなくてはなりません。島外に余剰水

素を輸送するためには、安全性の高い

貯蔵容器や転送用の輸送船も必要にな

りますこのような壮大ではありますが

、実現可能なプロジェクトをスタート

させるためには、屋久島電工だけでは

資金や先端技術の活用、人材面などで

限界があります。そこで同社が呼びか

け人となり、「Yakushima Cilean 

Energy Partners(Y-CEP)」を設立し、

政府、地方自治体はもちろん持続可能

な社会の構築に寄与しようとする日本

および世界の企業や研究機間に参画を

呼びかけ、異分野、異業種の知恵を総

結集してこのプロジェクトを進めよう

とする計画です。

アメリカの経済誌『Forbes』の最新号

（2002年12月23日号）が「世界最初の

公害フリーの世界の創造」というタイ

トルで、Y-CEP構想をカバーストーリ

ーとして特集しています。

同構想の提案者である谷口正次屋久島

電工社長を同誌は、「ミスター・ナチ

ュラル」と呼んでいますその谷口さん

によると、「すでに１０社以上の内外

の有力企業や研究所から参加への打診

が寄せられている。本格的な水素社会

への挑戦に、こんなに多くの企業や研

究所が関心を抱いていることが分かり

、心強い」と語っています。

屋久島には、現在、約９５００台の自

動車が走っています。そこで屋久島で

つくった水素で何年か先に同島の自動

車すべてを水素自動車に切り替えるこ

とができれば、それだけでも世界最初

の試みになります。

咋年１０月中句、谷口さんに屋久島の

水力発電所をトロッコで案内してもら

いました。カシやヒメシャラが群生す

る照葉樹林帯に入ると、深山幽谷の趣

がありました。こうした自然をいつま

でも守っていくためにもこの島を「化

石撚料フリー」の島にしたいという谷

口構想の実現を応援したいと思いまし

た。

●みつはしただひろ昭和15年（1940）

生まれ。慶応義塾大学経済学部卒、日

本経済新聞社入社。ロンドン支局長、

『日経ビジネス』編集長、出版局次長

、論説副主幹などを歴任。現在、千葉

商科大学政策情報学部教授。著書に『

環境経済入門』『日本経済クリーン国

富論』『地球の限界とつきあう法』な

ど多数。（生長の家「光の泉」平成15年度

３月号の記事より。）


